
｢

石
垣
を
超
え
よ
と
犬
を
励
ま
し
ぬ
」

戦
時
の
短
歌
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
山
田
乃
ぞ
み

け
ふ
も
春
は
あ
け
ぼ
の
日
和
き
よ
ら
か
な

空
気
を
吸
へ
ば
甘
露
の
如
し

　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
山
本
　
憲
一

十
五
年
知
ら
ぬ
世
代
の
育
ち
行
き

ま
た
春
が
来
る
飯
館
村
に

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
渡
辺
　
保
子

人
生
の
節
目
な
り
と
の
齢
重
ね

周
囲
の
支
え
に
今
日
の

は
な
む
け贐

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
亀
渕
　
咲
子

風
強
き
ほ
ど
華
や
げ
る
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

色
香
に
も
一
際
目
立
つ
夕
牡
丹

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
中
村
美
紀
子

館
巡
り
絵
画
身
近
に
暮
の
春

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

初
蝶
と
言
ひ
終
へ
し
と
き
見
失
ふ

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

初
蝶
や
小
流
れ
に
見
る
水
の
嵩

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

立
ち
止
ま
る
吾
を
一
巡
蝶
空
へ

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
ふ
じ
子

草
餅
に
珈
琲
も
良
し
緑
茶
よ
し

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

草
餅
の
噛
め
ば
確
か
な
セ
ル
ロ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

春
の
雲
海
峡
渡
る
霧
笛
か
な

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

来
ぬ
バ
ス
を
待
つ
間
の
欠
伸
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
由
美
子

囀
り
や
村
に
も
子
ど
も
二
人
あ生
れ

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

風
光
る
木
立
ち
き
ら
き
ら
赤
子
の
眼

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

花
菜
雨
ひ
と
つ
の
傘
の
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

菜
の
花
や
目
も
鼻
も
無
き
道
祖
神

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

自
動
ド
ア
春
は
ひ
と
ひ
ら
遊
び
く
る

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

星
空
の
ま
ぶ
し
い
明
日
は
退
院
日

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
し
ず
え

老
い
知
ら
ず
い
つ
ま
で
の
び
る
爪
と
髪

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
有
田
　
義
典

散
策
の
小
道
が
見
せ
る
四
季
の
貌

　
　
　
　
　
水
城
ヶ
丘
／
植
村
　
克
志

友
の
顔
会
え
て
安
堵
の
コ
ラ
ム
欄

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
王
丸
真
知
子

人
酔
わ
せ
散
っ
て
も
見
せ
る
花
筏

　
　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
大
塚
　
茂

菩
提
寺
へ
道
は
一
す
じ
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

流
る
る
に
ま
か
す
残
生
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

紙
飛
機
の
舞
ふ
史
蹟
野
や
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

介
護
車
の
寄
り
道
う
れ
し
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
東
観
世
／
中
島
　
祝
乃

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
異
郷
よ
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

断
捨
離
が
な
か
な
か
出
来
ぬ
写
真
帳

思
い
出
多
く
本
棚
の
隅
に

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
玉
本
　
朝
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵
選

つ
れ

づ
れ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
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h
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n
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e
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夢を売り買いする？
韓国のユニークな「夢」文化

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　皆さんは、見た夢を「売り買い」できると言われたら驚くでしょうか？韓国
には、縁起の良い夢を他人から買ったり、逆に売ったりする「夢売り」という
非常に興味深い風習があります。
　例えば、金運の象徴とされる「豚」の夢や、大きな幸運を呼ぶ「龍」の夢を
見たとします。それを聞いた人が「その運を譲り受けたい」と思えば、対価を
支払ってその夢を買い取ることができるのです。ここで重要なのは、取引に
は必ず対価が必要だという点です。といっても大金ではなく、コーヒー一杯や
ちょっとしたお菓子など、何かしらの「支払い」をすることで、夢の効力が正
式に買い手に移ると信じられています。
　また、夢に関する考え方で面白いのが、「良い夢は人に話すと運が逃げる
が、悪い夢は人に話すと無効化される」という点です。そのため、良い夢は売
買が成立するまで大切に秘密にし、悪い夢はあえて他人に話して厄を払うの
です。
　韓国では、「運勢は分け合ったり、工夫してコントロールしたりできるも
の」と考えられており、そのような発想がこの習慣にも表れています。もし友人
が「いい夢を見た」と漏らしたら、ぜひ「その夢、私
に売って！」と交渉してみてください。

花材：ボケ、クリスマスローズ、
かくれみの

池坊
 し  がき
紫垣

ひろ こ
寛子

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

『江
漢
西
遊
日
記
』
は
、
日
本
で
最
初

の
銅
版
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
蘭
学
者
で

も
あ
っ
た
し
　
ば  

こ
う
か
ん

司
馬
江
漢
（
１
７
４
７
〜
１
８

１
８
）
が
、
天
明
８
（
１
７
８
８
）
年
に

江
戸
を
発
ち
、
洋
画
修
行
の
た
め
に
各
地

を
巡
り
な
が
ら
長
崎
・
平
戸
に
滞
在
し
、

再
び
江
戸
へ
帰
る
ま
で
の
一
年
間
の
旅
日

記
で
す
。
こ
の
作
品
の
解
説
は
『
太
宰
府

市
史
通
史
編
Ⅱ
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
江
漢
は
、
長
崎
へ
の
旅
の
途
中
で
太

宰
府
を
訪
れ
、
二
日
間
か
け
て
太
宰
府
天

満
宮
や
観
世
音
寺
、
戒
壇
院
、
か
る
か
や

苅
萱
の
関

跡
な
ど
を
見
物
し
ま
し
た
。
都
府
楼
跡
で

は
「
田
の
中
、
路
の
傍
ら
、
し
ま
め
縞
目
付
た
る

瓦
い
く
ら
も
あ
り
。
（
中
略
）
一
つ
二
つ

持
帰
り
ぬ
」
と
、
古
瓦
を
拾
っ
て
持
ち

帰
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
都
府
楼

跡
の
古
瓦
は
、
か
い
ば
ら
え
き
け
ん

貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続

風
土
記
』
に
も
記
さ
れ
、
旅
人
の
中
に
は

江
漢
の
よ
う
に
記
念
品
と
し
て
持
ち
帰
る

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ

ろ
で
江
漢
が
拾
っ
た
瓦
に
は
後
日
談
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
の
は
じ
め
に
九
州
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
平
戸
モ
ノ
語
り
　

―

ま
つ
ら
せ
い
ざ
ん

松
浦
静
山
と
ひ
ろ
む熈
の
じ
ょ
う
ね
つ

情
熱―

」
に
お
い
て
、

平
戸
藩
主
・
松
浦
静
山
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
「
と
　
ふ
ろ
う
こ
　
が

都
府
楼
古
瓦
」
が
出
展
さ
れ
、

箱
書
に
、
天
明
８
年
に
司
馬
江
漢
が
大
宰

府
跡
で
拾
得
し
た
瓦
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
江
漢
は
平
戸
滞
在
中
に
藩
主
静
山

と
対
面
し
、
茶
の
ふ
る
ま
い
を
受
け
る
な

ど
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
年
参
勤
交

代
で
江
戸
へ
上
っ
た
静
山
に
、
江
漢
は
前

年
秋
に
都
府
楼
跡
で
拾
得
し
た
古
瓦
に
そ

の
旨
を
墨
書
し
て
贈
り
ま
し
た
。
古
瓦
を

収
集
し
て
い
た
静
山
は
こ
の
贈
り
物
を
大

変
喜
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も

し
対
面
し
た
と
す
れ
ば
、
同
好
の
士
と
し

て
大
い
に
話
が
盛
り
上
が
っ
た
で
し
ょ

う
。
と
も
か
く
、
太
宰
府
で
江
漢
に
拾
わ

れ
た
瓦
は
江
戸
に
持
ち
帰
ら
れ
、
そ
こ
で

松
浦
静
山
の
手
に
渡
っ
て
平
戸
の
地
で
大

切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て

再
び
静
山
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
太
宰

府
へ
と
帰
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
は
随
分

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
話
で
す
。
江
漢
や
静
山

を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
都
府
楼

跡
の
古
い
瓦
を
見
て
、
菅
原
道
真
が
漢
詩

に
詠
ん
だ
都
府
楼
の
瓦
は
こ
れ
か
と
遠
い

過
去
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
が
、
『
江
漢

西
遊
日
記
』
に
出
て
く
る
瓦
は
こ
れ
か
、

と
「
都
府
楼
古
瓦
」
を
見
る
の
も
ま
た
面

白
い
も
の
で
す
。

  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
お
ぎ
の
荻
野
ひ
ろ
み
　

寛
美

近
世
紀
行
に
み
る
太
宰
府
　

―

『
こ
う
か
ん
さ
い
ゆ
う  

に
っ
き

江
漢
西
遊
日
記
』―

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1
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みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年４月 貸出開始資料から

●その他の本 食堂巡礼(小川糸／著) わたしの日々が、言葉になるまで(町田そのこ／著) 推し!は
お遍路(上大岡トメ・ふくもの隊／著) それ、死後もお宝ですか? (古田雄介／著) すごい生きもの春
夏秋冬(本川達雄／著) たびたび(さくらももこ／著) 擬人化の日本美術史(島尾新／著) 書店再興
(清野由美／著) アズキの起源(内藤健／著)

●小説・エッセイなどの文学　明鏡(今野敏／著)　陰謀論百物語(荻原浩／著)　鬼門の村(櫛木理宇／
著)　吸血鬼(遠野遙／著)　天領の鷹 上下(村木嵐／著)　ハングマン鵜匠殺し(中山七里／著)　ノーメ
イク鑑定士(石田夏穂／著)　短歌の話は長くなる(穂村弘／著)　背表紙の学校(奈倉有里／著)　マリ
コは国宝を観た!!(林真理子／著)　トロイの女たち(パット・バーカー／著)　タイム・シェルター(ゲオル
ギ・ゴスポディノフ／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

としょかんカレンダー
日 土
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

7
14
21
28

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

6月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

特別整理期間は市民図書館とすくすく号を
お休みします

　すくすく号は6月30日㈫の5コースから巡回します。
　本は図書館の「ほんのポスト」に返却ができます。ただし、
CD、DVDほか、返せないものもありますので、注意してくだ
さい。

期間　6月15日㈪～24日㈬

ち
く
ぜ
ん
の
く
に
ぞ
く

ふ
　
ど
　
き
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